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10.15
平成 27年
（2015 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

白井市ふるさと産品
　市では、市の特産物や特産物を製造・加工した製品など郷土を象徴する特産品を「ふるさと産品」に
認定し、市内の産業の振興と市民のふるさと意識の高揚を図っており、現在13品目を認定しています。
　市の産物といえば夏から秋にかけての「しろいの梨」や、冬の味覚「しろいの自然薯」がありますが、
その他にもすてきな産物がたくさんあります。なし坊の産品めぐりで紹介します（商品の詳細は市のホー
ムページで確認できます）。
　紹介した店は、ふるさとまつりに出店します。■問　商工振興課商工振興班　内線3241

（有）さつまや 白井423
☎（497）0621

◆さつまやの大どら

問

（有）遠山珈琲 根1889-6
☎（491）8440

◆レギュラーコーヒー 　◆珈琲おこし　◆コー
ヒーブランデーケーキ　◆白井の梨ジュース　
◆白井の梨（濃縮飲料）（写真左から）

遠山克利さん

白
井
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
い
つ
で
も
食

べ
ら
れ
る
商
品
を
作
っ
て
い
ま
す

◀

遠山克利さん

渋谷宗男さん

大
ど
ら
を
真
心
込
め
て
一
生
懸

命
焼
い
て
い
ま
す

◣

勝柴製菓 根97
☎（491）0629

パティスリー
アミュレット

冨士85-12
☎（444）1571

◆白井ロール　◆白井マカロン
◆白井クッキー　◆白井チーズ（写真上左から）

◆落
らっかせいもなか

花生最中（落花生粒入りこしあん・ピーナッ
ツクリーム入り白あん）

◆
地
域
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
、

年
間
を
通
し
て
親
し
ま
れ
る
商

品
を
作
っ
て
い
ま
す

◣

森木潤一さんとご家族

最中を食べて白井を思い
出してもらえるような商
品を作っています

勝柴和子さん

◆

「自然薯」は12月1日号で紹介します 「梨」は8月15日号で紹介しました
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平成26年度事業の主な評価・推進状況
事業名（担当部署名）内容 主な計画・目標 実績 評価結果と判断理由 今後の方向性、

改革・改善計画など
教育資金利子補給事業（教育総務課）
　家庭における子育てを支援するため、国の教
育ローンや市内金融機関から教育資金の融資を
受けて、大学・高校などに在学・入学する人や
家族に対して、返済利子の一部を助成する。

①新規給付件数　22件
②総給付件数　84件

①19件
②54件

【概ね良好】
　新規給付件数は目標の8割程度に
とどまったが、金融機関の融資利
率の3分の2程度の利子補給を行い、
教育の機会均等の確保や経済的負
担の軽減が図られた。

【拡充・重点化】
　近年の社会ニーズを踏まえ、教育
の機会均等、健康で文化的な生活の
保障、次世代への貧困の連鎖の防止
などの教育支援策を講ずる。

建築物耐震化支援事業（建築指導課）
　災害に強いまちづくりを推進するため、旧耐
震基準の木造住宅を対象に、耐震診断士による
耐震相談会を開催し、耐震診断・補強などの指
導・誘導を行う。また、市民が自ら居住する住
宅の耐震化を促進するため、耐震診断・改修に
対して補助金を交付する。

①相談件数　12件
②耐震診断・改修に
対する補助件数　9件

①3件
②0件

【やや不良】
　耐震相談会での相談件数は３件
あったが、耐震診断・改修に対す
る補助実績はなく、耐震化率の向
上に至らなかった。耐震相談会の
開催やPR活動により建築物の耐震
化の必要性を広く周知できた。

【現状のまま継続】
　耐震相談会の開催、耐震診断・
改修に対する補助制度の周知、啓
発に努める。

健康づくり普及推進事業（健康課）
　市民一人一人の健康増進と健康意識の向上
を目指すため、健康増進ルームの運営、各種媒
体による健康情報や医療機関情報の提供、ウ
オーキングイベントの開催などを行う。

①健康増進ルームの
利用人数　24,200人
②ウオーキングイベ
ント参加者のうち今
後ウオーキングを継
続しようと思った人
の割合85㌫

①29,639人
②83㌫

【良好】
　健康増進ルームの利用人数は増
加傾向にあり、また、ウオーキン
グイベントに参加した後もウオー
キングを継続しようと思う人の割
合は高くなっている。

【拡充・重点化】
　健康増進ルームについては、ス
トレッチ教室の開催回数を増やし、
利用者の増加を図る。ウオーキン
グについては、運動機能の強化や
日常の健康増進を図るため、事業
方法の見直しなどを検討する。

農産物ブランド化推進事業（農政課）
　主要農産物である梨のブランド強化を図る
とともに、県外や国外での販路・消費拡大を図
るため、しろいの梨のPR活動や海外輸出の支
援を行う。

①梨のPR活動を行っ
た築地・大田市場の
関係者数、白井市デー
の柏レイソルスタジ
アムの入場者数　
10,000人

①12,200人【良好】
　市場関係者や消費者に対して梨
のPR活動を実施するとともに、梨
業組合がタイ王国バンコクにおけ
る物産展「千葉フェア」（千葉県が
実施）に梨を輸出することを支援
し、梨のブランド化を推進した。

【拡充・重点化、手段改善】
　市場関係者や消費者に対する梨
のPR活動、生産者による梨の海
外輸出事業の支援を行うとともに、
若手梨農家と連携したPRの強化、
市外への更なる情報発信を検討す
る。

環境美化推進事業（環境課）
　市民との協働によるきれいなまちづくりの
推進と潤いのある快適な生活環境の実現を図
るため、市民参加によるごみゼロ・花いっぱい
運動、ポイ捨て防止に関する啓発活動、市民団
体などが実施する清掃活動の支援を行う。

①市民団体による清
掃活動カ所数　9カ所
②ごみゼロ運動参加
者数　5,500人

①19カ所
②9,908人

【概ね良好】
　市民や市民団体がごみゼロ運動
や清掃活動に参加し、環境美化に
対する意識は高まっているが、依
然としてポイ捨てなどが見受けら
れる。

【現状のまま継続】
　市民の美化活動への参加を促進
するとともに、白井駅前ロータリー
の美化活動やポイ捨て防止の啓発
を実施する。

地域のまちづくり計画策定・推進事業（企画政
策課）
　地域主体のまちづくり、市民自治を推進する
ため小学校区などの区域において、横断的な
ネットワーク組織により、地域のまちづくり計
画の策定に向けた取り組みを行う。

①地区まちづくり計
画策定への検討地区
数　１地区

①小学校区
単位の自治
会長との意
見交換12回、
まちづくり
シンポジウ
ム1回

【やや不良】
　小学校区単位で地域の課題解決
などを図るネットワーク組織がで
きていないことから、その組織づ
くりに向けて自治会長との意見交
換会やまちづくりシンポジウムを
開催した。

【手段改善】
　地域のまちづくり計画の策定を
目的とするのではなく、小学校区
単位でのまちづくり組織の設立に
向けて、モデル地区（第三小学校
区、南山中学校区、清水口小学校区）
でまちづくり組織設立に向けた意
見交換などを実施する。
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広報10月1日号のお詫びと訂正　
・５ページでお知らせしました「乳がん検診（マンモグラフィ検査）が受診できる医療機関が増えました」の検診時間を、北総白井病院の都合により
12:00 ～ 12:30に訂正します。
・10ページのカレンダーでお知らせしました「スポーツフェスタ」の日付は、正しくは10月12日㈷でした。
お詫びして訂正します。

モンゴル国大使講演会
　ソドブジャムツ・フレルバータル駐
日モンゴル国特命全権大使を招いて、
「モンゴルの文化や歴史」「日本との関
係」などについて、日本語で講演を行
います。第２部では、馬頭琴の演奏を
予定しています。
　モンゴル国は東アジアに位置し、日
本の相撲界で30人以上の力士が活躍す
るなど、日本ととても関係の深い国で市は「しろいの梨」の輸出に向
けて取り組んでいます。家族や友人と参加してみませんか。
※講演内容は、変更となる場合があります。
日時　11月14日㈯　午後2時～ 4時　（開場　午後1時30分～）
場所　文化会館かおりホール
対象　一般　150人（先着順・申し込み不要）
参加費　無料
■問　企画政策課男女共同参画室　内線3355・白井国際交流協会
☎（497）3040

「しろいの梨」をモンゴル国へ！

ソドブジャムツ・フレルバータル
駐日モンゴル国特命全権大使

　9月9日から13日にかけて、白井市梨業組合、JA西印旛農業協同組合、
白井市共同で、モンゴル国ウランバートルで行われた千葉銀行主催の商
談会に参加してきました。
　白井市梨業組合では、農業者所得の向上、農業後継者の確保などの問
題を、「しろいの梨」のブランド力を強化することにより解決し、夢のあ
る農業の実現を目指すため海外輸出に取り組んでいます。
　商談会の会場で「しろいの梨」を試食した現地の皆さんから「おいし

い」「甘い」「みずみずしい」など、
大変好評でした。
　今後の目標として、モンゴル
国での販売ルートを確保し、高
級梨として販売されることによ
り「しろいの梨」の国内での知
名度アップ・有利な販売を目指
していきます。
■問　農政課農政班　内線3252

「しろいの梨」を試食している現地の皆さん
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　市では、市のまちづくりに賛同して応援しようとする皆さんから広く寄附
金を募り、これを財源として寄附者の意向を反映した事業を展開することに
より、さまざまな人々の参加による魅力あるまちづくりを進めるため、「まち
づくり寄附金制度」を設けています。
　7月1日から9月30日までに市に寄せられた寄附金の受け入れ状況は下表のと
おりで、163件、4,383,244円の寄附の申し込みがありました。
　いただいた寄附金は、寄附者のご希望に添うよう大切に使わせていただき
ます。
※これまで寄附者氏名を紙面で公表していましたが、寄附者の増加に伴い、
市のホームページ内で公表させていただきます。ご了承ください。

～善意ありがとうございます～
「まちづくり寄附金」の受け入れ状況を公表します

事業 寄附金額
防犯対策及び交通安全対策の推進に関する事業 70,000円
市民活動の推進に関する事業 10,000円
高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 2,624,750円
子育て支援の充実に関する事業 337,000円
健康づくりの推進に関する事業 45,000円
環境の保全に関する事業 289,000円
産業の振興に関する事業 110,000円
防災対策の推進に関する事業 10,000円
教育の充実に関する事業 40,000円
寄附者が希望する事業 52,494円
事業の指定なし 795,000円

7月1日から9月30日までの合計 4,383,244円

「まちづくり寄附金」受け入れ状況

　市は9月17日に、市内に支店のある「千葉銀行」「千葉興業
銀行」「京葉銀行」「千葉信用金庫」と地域経済活性化に関す
る連携協定を締結しました。
　今回締結した協定は、金融機関と国内外の経済情報の共有
や企業立地支援、中小企業支援、地産地消・農商工連携の推
進などの情報交換を行いながら市の産業振興、地域経済の活
性化に役立てていくことを目的としています。
　連携事項は次のとおりです。

市内の金融機関と地域経済活性化

左から千葉信用金庫白井支店長、京葉銀行白井支店長、市長、千葉銀行白井支店長、
千葉興業銀行白井支店長

に関する連携協定を締結しました

■問　商工振興課商工振興班　内線3241

連携事項
①国内外の経済情報の共有に関すること
②地域経済交流の推進に関すること
③企業立地支援に関すること
④創業・新事業創出支援に関すること
⑤中小企業の支援に関すること
⑥地産地消・農商工連携の推進、市産品の開発・販売に関
すること
⑦その他地域経済の活性化及び市民サービスの向上に関す
ること

■問　企画政策課企画政策班　内線3351 ～ 3
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却
行
為
（
野

焼
き
）
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
を
簡
易
焼
却
炉
や
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
焼
却
炉
、
穴
を
掘
っ
て

焼
却
す
る
行
為
は
、
不
完
全
燃
焼
に

よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
が
排
出

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
野
焼
き
の

煙
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」「
煙
で

洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」
と

い
っ
た
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
禁
止
の
例
外
と
な
る

行
為
も
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
著

し
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
、
行
政
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
野
外
焼
却
・
不
法
投
棄
は

                       

犯
罪
で
す

　
ま
た
、
不
法
投
棄
は
、
管
理
の
行

き
届
か
な
い
道
路
沿
い
の
空
き
地
や

人
目
に
つ
か
な
い
山
林
な
ど
で
行
わ

れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
行
為
者
が
発
見
・
特

定
さ
れ
た
場
合
は
、
投
棄
し
た
人
な

ど
に
廃
棄
物
の
撤
去
を
要
求
し
ま
す

が
、
投
棄
し
た
人
が
見
つ
か
ら
な
け

れ
ば
、
管
理
者
責
任
に
よ
っ
て
自
ら

処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
土
地
所
有
者
は
、
草
刈
り
や
防
護

柵
を
設
置
す
る
な
ど
、
所
有
地
の
適

正
な
管
理
を
行
い
、
不
法
投
棄
へ
の

防
止
対
策
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

違
反
者
は
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す

　
ご
み
を
野
外
焼
却
し
た
人
や
不
法

投
棄
を
し
た
人
は
、
5
年
以
下
の
懲

役
か
、
1
、
0
0
0
万
円
以
下
（
法

人
は
野
焼
き
1
億
円
以
下
、
不
法
投

棄
3
億
円
以
下
）
の
罰
金
、
ま
た
は

そ
の
両
方
に
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4
・
5

野焼きはやめましょう

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
や
す
ご

み
は
、
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

焼
却
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
み

の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
毎
年
燃
や

す
ご
み
の
中
身
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
調
査
で
は
、
燃
や

す
ご
み
の
約
2
割
が
資
源
と
な
る
紙

類
が
混
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
再
利
用
で
き
る
紙
類
を
き
ち

ん
と
分
別
し
、
資
源
物
と
し
て
出
す

こ
と
で
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
利

用
す
る
と
と
も
に
、
燃
や
す
ご
み
の

減
量
化
が
図
ら
れ
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
紙
類
は
種
類
に
よ
っ
て
、
再
生
さ

れ
る
製
品
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

資
源
と
な
る
紙
類
の
出
し
方
・
分
け
方

⑱

紙の種類 出し方 リサイクルの行方

新聞紙・折り
込みチラシ 種類ごとに束ねて、ひもで十文字に縛って出す。

※ページが少なくても、接着剤やホチキス、糸
などで製本されている物はすべて「雑誌」にな
ります。付録のCD、ビニール製の表紙、皮革や
布の付属物など、紙以外の部分は必ず取り除い
てください。

新聞紙、週刊誌、印
刷用紙など

段ボール 段ボール材、紙筒など

雑誌（月刊・
週刊誌など） 段ボール箱、絵本など

紙パック 洗って開き、乾かしてから出す。
トイレットペーパー、
ティッシュペーパー
など

雑がみ（食品
な ど の 紙 箱、
紙袋、包装紙、
封筒、コピー
用紙など）

紙袋や封筒に入れ、中身が出ないようひもでしっ
かり縛ってから出す。

菓子箱や書籍の中板
紙など

※アイスやヨーグルトの紙カップ、カーボン紙（宅配の伝票など）、ノーカーボン・感
熱紙（レシートなど）、カップラーメンのふた、紙皿や紙コップ、中が銀色（主に酒用）
の紙パック、和紙・半紙などが「雑がみ」として出せます。

リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
際
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
、
左
表
の
と
お
り
種
類

別
に
分
類
し
、
製
紙
原
料
と
な
ら
な

い
異
物
（
禁き

ん
き
ひ
ん

忌
品
）
を
混
ぜ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

資
源
と
な
ら
な
い
紙
類
（
禁
忌
品
）

　
食
品
の
付
着
や
汚
れ
た
紙
、
写
真
・

ア
ル
バ
ム
、
臭
い
の
つ
い
た
紙
や
線

香
の
箱
、圧
着
は
が
き
、カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
の
容
器
、
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト

シ
ー
ト
な
ど
の
紙
は
禁
忌
品
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
「
燃
や
す
ご
み
」
と
な

り
ま
す
の
で
、
資
源
物
に
は
絶
対
に

混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

〜
新
た
な
農
業
経
営
指
標
を

　
　
　
　
　
活
用
し
ま
し
ょ
う
〜

　
農
林
水
産
省
で
は
、
農
業
経
営
者

の
皆
さ
ん
が
、
自
ら
経
営
改
善
を
図

る
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に「
新
た
な
農
業
経
営
指
標
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
農
業
経
営
指
標
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に
取
り
組
め

る
「
経
営
改
善
実
践
シ
ス
テ
ム
」
を

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
指
標
を

活
用
し
て
、
経
営
改
善
に
必
要
な
取

組
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
や
経
営
デ
ー
タ

の
確
認
を
行
い
、
経
営
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年「
経
営
改
善
実
践
シ
ス
テ
ム
」

は
改
良
さ
れ
て
お
り
、
農
業
者
が
過

去
の
経
営
状
況
や
、
目
標
達
成
ま
で

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
ら
れ
る

機
能
、
さ
ら
に
、
入
力
し
た
デ
ー
タ

が
農
業
経
営
改
善
計
画
に
反
映
さ
れ
、

新
し
い
農
業
経
営
改
善
計
画
書
が
作

成
で
き
る
機
能
も
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
機
能
も
活
用

し
て
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
農
業
経

営
改
善
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

3
、千
葉
県
農
林
水
産
部
担
い
手
支

援
課

　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
9

0
5
、
関
東
農
政
局
経
営
・
事
業
支

援
部
担
い
手
育
成
課

　
☎
0
4
8

（
7
4
0
）
0
3
8
4
、
農
林
水
産

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp://w

w
w
.m
aff.g

o.jp/j/n
in
aite/

sh
ih
y
o.h
tm
l
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
知
ら
な
い
サ
イ
ト
か
ら
「
身
に

覚
え
が
な
い
人
は
こ
こ
に
連
絡
を
」

と
解
約
先
の
電
話
番
号
が
書
か
れ
た

メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
こ
ん
な
時
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
相
談

し
て
も
い
い
の
か
。（

10
歳
代
・
女
性
）

　
突
然
知
ら
な
い
業
者
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
来
た
。

　
つ
い
話
を
聞
き
、
よ
い
商
品
と
思

い
電
話
で
購
入
の
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
は
自
己
責
任
に
な
り

ま
す
か
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
も
い
い
の

か
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

　
家
の
屋
根
の
修
理
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
リ
フ
ォ
ー
ム

業
者
が
ち
ょ
う
ど
訪
ね
て
来
た
。

　
業
者
か
ら
修
理
の
説
明
を
受
け
て

契
約
を
し
た
が
、
契
約
の
内
容
が
心

配
に
な
っ
た
。
今
か
ら
で
も
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
は
で
き
る
か
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

〜
「
不
審
な
サ
イ
ト
か
ら
の
メ
ー
ル
」

　「
不
審
な
電
話
」「
突
然
の
訪
問
」
で
悩
ん
だ
ら
〜

A
　
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
、
突
然

の
訪
問
な
ど
で
、
心
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し

て
い
た
ら
、
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
情
報
提
供
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
昨
年
度
の
相
談
件
数

は
、
96
万
5
千
件
に
上
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
特
に
増
加
が
著
し
い
の
が
、

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
架
空
団
体
か
ら

の
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
の
請
求
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回
線
な
ど
の

通
信
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
で
し
た
。

　
市
で
も
同
様
な
状
況
で
具
体
的
に

は
、
は
が
き
や
手
紙
、
メ
ー
ル
な
ど

に
よ
る
架
空
請
求
、
ネ
ッ
ト
サ
ー

フ
ィ
ン
中
に
突
然
登
録
と
な
る
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
詐
欺
、
電
話
に
よ
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
の
相
談
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
不
用
意
に
相
手
と
連
絡

を
と
る
こ
と
で
、
更
な
る
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
全
て
に

お
力
添
え
が
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
さ
さ
や
か
な
モ
ヤ
モ
ヤ
を

話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
悪
質
商

法
の
未
然
防
止
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多

い
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

192

気
軽
に

　
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
！

上
下
水
道
審
議
会
の
市

民
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
上
下
水
道
事
業
の
運
営
、
水
道

料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
、
そ
の

他
負
担
金
に
関
す
る
審
議
を
行
う
上

下
水
道
審
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上
で
、
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き

る
人

　
3
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
結
果

は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間

報
酬
　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

※
会
議
は
年
度
内
で
2
回
程
度
の
開

催
予
定
で
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
上
下
水

道
課
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11

月
13
日
㈮
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
、

E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
上
下
水
道

課
業
務
班

　
内
線
3
4
5
7
・
9
、

 jo
u
g
e
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u
@
c
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　県内全ての労働者（パート、アルバイトなどを含
む）や使用者に適用される「千葉県最低賃金」が、
10月から時間額817円（19円の引き上げ）に改正さ
れました。
　使用者は、この額より低い賃金で労働者を使用す
ることはできません。この額より低い賃金を定めて
いても、法律により無効とされ、最低賃金額と同額
の定めをしたものとみなされます。
　ただし「千葉県最低賃金」のほかに業種により定
められている「特定（産業別）最低賃金」が適用さ
れる場合があります。詳細について
は、問い合わせてください。
問　千葉労働局労働基準部賃金室
☎043（221）2328、市商工振興課商
工振興班　内線3241

大
規
模
小
売
店
舗
新
設

の
届
け
出
の
縦
覧

　

千
葉
県
で
は
、
大
規
模
小
売
店
舗

立
地
法
に
基
づ
き
、
大
規
模
小
売
店

舗
新
設
の
届
出
と
添
付
書
類
の
縦
覧

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
設
に
対
し
「
交
通
・
騒
音
・

廃
棄
物
」
な
ど
の
生
活
環
境
に
関
し

て
意
見
が
あ
る
人
は
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

届
出
概
要
（
名
称
・
所
在
地
）　

ア

ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

西
・
白
井
市
桜
台
1
丁
目
1
番
1
外

縦
覧
期
間　

〜
平
成
28
年
2
月
9
日

㈫縦
覧
場
所
　
市
商
工
振
興
課
、
桜
台

セ
ン
タ
ー
、
千
葉
県
経
営
支
援
課
商

業
振
興
班
（
県
庁
本
庁
舎
14
階
）

対
象

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
（
法

人
を
含
む
）
お
よ
び
利
害
関
係
の
あ

る
人

意
見
の
提
出
方
法

　
意
見
書
（
市
商

工
振
興
課
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

平
成
28
年
2
月
9
日
㈫
ま
で
に
郵
送

（
消
印
有
効
）
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
千
葉
県
経
営
支
援
課
商
業
振
興

班
　

0
4
3
（
2
2
7
）
4
7
5

な
し
坊
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
「
利
用
実
態
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
ご
協
力
を

　
7
月
1
日
か
ら
販
売
し
た
な
し
坊

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
「
利
用
実
態

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
期
限
は

10
月
30
日
㈮
ま
で
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
中
か
ら
抽
選
で
ク
オ
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
（
商
工
振
興
課

に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
の
上
、
市
役

所
、
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
回
収
箱
へ

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
白
井
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
実

行
委
員
会

　
☎
0
8
0
（
2
3
9
7
）

1
9
4
3
、
商
工
振
興
課
商
工
振
興

班
　
内
線
3
2
4
1
〜
3

7
へ

問
　
千
葉
県
経
営
支
援
課
商
業
振
興

班
　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
9
3

2
、
市
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班　

内
線
3
2
4
1

千葉県最低賃金が改正されました

　神崎川の改修に伴い、七次橋の架け替え工事を行います。
　工事期間中は、仮橋への迂回路となりますので注意して走行し
てください。
工事期間　平成27年11月～平成28年3月31日（予定）
工事時間　午前8時～午後5時
※日曜日は原則として工事を休止します。

七次橋架け替え工事を行います

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
9
月
25
日
か
ら
10
月
2

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ

モ
、
カ
ブ
、
玄
米
（
う
る
ち
）

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

■問　独立行政法人都市再生機構首都圏ニュータウン本部　☎0476
（46）8945、道路課維持管理班　内線3214、5

　この工事は、下水道管（雨水）工事に伴う水道管移設の工事です。
　工事は午前9時から午後5時（昼間）と午後9時から午前5時（夜間）に分
けて行い、工事期間中は交通規制を行います。
期間　～ 11月下旬まで
交通規制区間　下図の■（市道：車両通行止め）と■（県道：片側交互
通行）部分
※夜間工事は1日程度です。

水 道 工 事 を 行 い ま す

■問　上下水道課計画建設班　内線3452

白井中学校

テニスコート

白井交差点

白井コミュニティ
センター

過年度工事実施箇所
雨水管工事実施箇所
水道管移設工事実施箇所（市道）
水道管移設工事実施箇所（県道）
整備計画区域

工事箇所
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

古
文
書
修
補
活
動

　
白
井
市
郷
土
資
料
館
で
は
、
市

民
学
芸
ス
タ
ッ
フ
古
文
書
修
補
活

動
事
業
と
し
て
古
文
書
の
修
補
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
古
文
書
の

修
補
と
は
、
古
文
書
の
復
元
を
目

的
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
汚
れ

落
と
し
、
皺し

わ
伸
ば
し
、
紙
の
繊
維

を
補
充
す
る
虫

ち
ゅ
う
そ
ん
な
お

損
直
し
、
あ
て

紙
を
補
強
す
る
裏
打
ち
、
こ
よ
り

の
と
じ
直
し
な
ど
の
作
業
の
こ
と

で
、
古
文
書
を
長
持
ち
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
当
館
で
は
、
講
座
や
研
修
な
ど

を
行
い
市
民
の
修
補
技
能
者
を
養

成
し
、
そ
の
修
了
者
が
修
補
活
動

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
市
民
学
芸
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て

認
定
し
、
現
在
13
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
修
補
し
て
い
る
古
文
書
は
、
市

の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

「
牧
士
川
上
家
資
料
」
や
江
戸
時

代
か
ら
明
治
初
期
の
谷
田
村
の
様

子
を
伝
え
る
「
旧
内
藤
熙

ひ
ろ
し
家
文

書
」
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
明
治
初
期
の
文
書
の

中
に
は
、
義ぎ

そ
う倉
に
関
す
る
も
の
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
倉
と
は
、

飢
饉
な
ど
に
備
え
て
穀
類
を
備
蓄

し
て
お
く
制
度
で
す
が
、
穀
物
の

腐
敗
防
止
と
制
度
の
維
持
の
た
め

に
、
古
い
穀
物
を
安
価
で
売
却
し

た
り
、
低
利
で
貸
し
付
け
る
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
域
で

は
、
村
ご
と
に
義
倉
に
関
す
る
古

文
書
が
残
っ
て
お
り
、
村
単
位
で

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
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〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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す
。
こ
の
よ
う
に
古
文
書
か
ら
、

過
去
の
市
内
の
様
子
を
よ
り
具
体

的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
虫
食
い
な
ど
で
痛
み
が
ひ

ど
い
文
書
は
、
文
書
を
開
く
こ
と

さ
え
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
修
補
を
行
う

こ
と
で
、
よ
り
良
い
保
存
や
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
市
の
歴

史
や
生
活
状
況
を
知
る
う
え
で
の

重
要
な
手
掛
か
り
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
23
年
12
月
に
は
、
被
災
地

復
興
協
力
の
一
環
と
し
て
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
石

巻
市
の
神
社
が
所
有
し
て
い
る
古

文
書
20
点
の
修
補
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
修
補
作
業
の
終
了
し

た
約
5
千
枚
以
上
の
古
文
書
の
中

の
一
部
を
、平
成
25
年
度
か
ら「
速

報
展
」
と
し
て
郷
土
資
料
館
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
修
補
作
業
10
周
年
を
迎

え
、
小
展
示
「
古
文
書
修
補
活
動

10
周
年
記
念
展
」
を
10
月
17
日
か

ら
12
月
13
日
ま
で
行
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

修補後　　←　　修補前

　市から9月下旬に65歳以上の人へ送付した「インフルエン
ザ予防接種を希望される方へ」の助成期間の掲載に誤りがあ
りました。
　助成期間を平成27年10月～平成28年12月年末休診前まで
と記載しましたが、正しくは平成27年12月年末休診前まで
です。お詫びして訂正します。
※助成期間を過ぎて接種した場合は、助成の対象となりませ
んので、気をつけてください。
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

〜
健
康
料
理
教
室
〜

野
菜
を
お
い
し
く

食
べ
て
腸
ピ
カ
大
作
戦

　
便
秘
を
予
防
し
、
お
な
か
の
中
か

ら
き
れ
い
に
な
る
た
め
に
、
旬
の
野

菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て

の
ミ
ニ
講
話
も
あ
り
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

子
宮
け
い
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
（
個
別
診
断
）

〜
指
定
医
療
機
関
へ
の
電
話
予
約
の

　
受
け
付
け
は
11
月
30
日
㈪
ま
で
〜

　
問
診
票
が
手
元
に
あ
る
人
で
、
ま

だ
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
指
定
医
療
機
関
へ
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
問
診
票
が
手
元
に
な
く
、
受
診
を

希
望
す
る
人
は
、
健
康
課
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
検
診
は

2
年
に
1
回
の
検
診
な
の
で
、
昨
年

度
に
検
診
を
受
診
し
た
人
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
指
定
医
療
機
関
は
、
広
報
し
ろ
い

7
月
1
日
号
お
よ
び
10
月
1
日
号
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
に
費
用
を
助
成

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
受
講
し
、

市
内
の
介
護
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職

を
希
望
ま
た
は
就
労
後
1
年
以
内
の

人
を
対
象
に
、
3
万
円
を
上
限
と
し

て
研
修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
介
護
福
祉
施
設
な
ど
へ

就
労
を
考
え
て
い
る
人
や
介
護
職
員

初
任
者
研
修
の
受
講
を
検
討
し
て
い

る
人
は
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

次
の
事
項
全
て
に
該
当
す
る
人

◆
申
請
時
ま
で
に
該
当

・
白
井
市
民
で
市
税
に
滞
納
が
な
い

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講
料

と
教
材
費
、
分
割
し
て
支
払
う
場
合

の
手
数
料
の
支
払
い
を
完
了
し
て
い

る◆
交
付
確
定
時
ま
で
に
該
当

・
都
道
府
県
が
指
定
す
る
事
業
所
が

行
う
指
定
さ
れ
た
介
護
職
員
初
任
者

研
修
を
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平

母子保健推進員を募集します

　母子保健推進員は、白井市で生まれた赤ちゃんの全てのお宅を訪
問（おめでとう訪問）したり、ふるさとまつりやベビーサロン「いっ
ぽいっぽ」などで親子の触れ合いの大切さを伝える活動を行ってい
ます。
　自分の経験を生かし、推進員として市の子育て支援に協力してく
れる人を募集します。
応募資格　子育て支援に関して知識と経験があり、熱意と関心のあ
る人
募集地区・人員　七次台中学校区または南山中学校区にお住まいの
人　1名
任期　委嘱日～平成29年3月31日
※活動日数は年間40日程度（主に平日の昼間）です。
報酬　年間30,000円（委嘱月により異なる）
活動内容　乳児のいる家庭への訪問活動、幼児健診での計測介助、
ベビーサロンの運営、その他研修など
■申・■問　所定の用紙（健康課にあります）に必要事項を記入の上、
30日㈮までに直接健康課母子保健班　☎（497）3495へ

　出産と育児について、夫婦で一緒に学んでみませんか。
「赤ちゃん人形」を使った実習で、赤ちゃんを迎える実感
がわいてきますよ。
日時　11月8日㈰　午前10時～正午（受け付け　午前9時
45分～）
場所　保健福祉センター

対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月までの妊婦とその家族　16組（申し込
み順）
※経産婦の人も参加できます。
保育　あり（1週間前までに要申し込み）
内容　夫婦で協力する出産・育児や母乳育児の話「お風呂入れ」の実習、マ
タニティーヨガ、妊婦体験ジャケット着用
持ち物　母子手帳、筆記用具
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か、「ちば電子申請サービス」
の白井市「平成27年度マタニティ向け講座・子育て応援講座申し込み」へ
※電子申請は開催日の1週間前までに申し込みをしてください。

プ レ ☆ パ パ マ マ ス ク ー ル

　
楽
し
く
作
っ
て
お
い
し
く
食
べ
て
、

体
の
中
か
ら
「
イ
キ
イ
キ
生
活
」
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

※
保
育
（
1
歳
以
上
）
を
希
望
す
る

場
合
は
、
申
し
込
み
の
際
に
一
緒
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
を
、
電
話
か
E
メ
ー
ル

で
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

　

k
en
k

o
u
@
city
.sh
iro
i.ch
ib
a.jp

へ

健康料理教室日程表

日時
11月5日㈭、10日㈫
10：00 ～ 13：30
（受け付け　9：45 ～）

対象
市内在住一般　各日20人
（申し込み順）

メニュー
ごはん・みそ汁・魚のレ
ンコンソースかけ・カボ
チャのサラダ・デサート

持ち物
エプロン・三角巾・手拭
き用タオル・筆記用具

参加費 400円（材料費）

※作るメニューは、どちらの日程も同
じです。

ベビーサロン「いっぽいっぽ」での活動の様子

～ お 詫 び と 訂 正 ～

高齢者インフルエンザの
助成期間は

平成27年12月年末休診前まで

成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
修
了
し
て

い
る

・
市
内
の
介
護
施
設
に
常
勤
ま
た
は

非
常
勤
で
雇
用
さ
れ
、
交
付
決
定
後

3
カ
月
以
上
就
労
し
て
い
る
（
派
遣

社
員
な
ど
は
対
象
外
）

【
就
労
条
件
施
設
】

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
訪
問
介

護
施
設
な
ど

【
助
成
対
象
経
費
】

　

受
講
料
と
教
材
費
の
2
分
の
1

（
上
限
額
3
万
円
）

申
・
問

　
所
定
の
申
請
書
（
高
齢
者

福
祉
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
へ



子

ど

も

公  

な
か
よ
し
タ
イ
ム

　
親
子
で
一
緒
に
落
ち
葉
や
木
の
実

で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
26
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅 

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　
動
く「
か
く
れ
ん
ぼ
サ
ン
タ
さ
ん
」

を
作
っ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し

て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
11
月
11
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

　
15
組
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
11
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

①

◆
食
選
力
を
鍛
え
よ
う
！

　
食
材
選
び
に
つ
い
て
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
18
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
参
加
費
　
3
0
0
円
（
資
料

代
、
当
日
の
申
し
込
み
は
5
0
0
円
）

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、
人
数
、

電
話
番
号
を
し
ら
ゆ
り
の
会

　
亀
山

☎
・

（
4
9
1
）
9
5
9
1
へ

◆
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市 

子
育
て
セ

ミ
ナ
ー「
あ
な
た
の
子
育
て
大
丈
夫
？

決
し
て
自
分
を
責
め
な
い
子
育
て
」

　
子
育
て
の
悩
み
を
気
軽
に
話
せ
る

仲
間
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
20
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
桜
苑
一
番
街
集
会
所
（
桜
台
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

　
参
加
費

　
2

0
0
円
（
茶
菓
代
）

申
・
問

　
電
話
で
徳
平
☎
0
9
0

（
4
0
5
6
）
7
9
5
3
へ

◆
秋
季
刻
字
展

　
文
化
の
秋
の「
秋
季
白
井
刻
字
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
20
日
㈫
〜
25
日
㈰
　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は
午
後
1
時

か
ら
、
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー

問
　
白
井
刻
字
サ
ー
ク
ル
　
関
口
☎

（
4
9
1
）
5
9
9
4

◆
印
旛
地
区
選
挙
関
係
委
員
研
修
会

　
川
崎
市
選
挙
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
小
島
勇
人
さ
ん
に
よ
る
「
18
歳
選

挙
権
を
控
え
た
選
挙
啓
発
の
実
践
〜

「
常
時
啓
発
事
業
の
あ
り
方
等
研
究

会
」
最
終
報
告
を
踏
ま
え
て
〜
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

　
22
日
㈭

　
午
後
2
時
30
分
〜

4
時

　
場
所
　
成
田
国
際
文
化
会
館

参
加
費

　
無
料

問
　
成
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
0
4
7
6
（
2
0
）
1
5
1
0

◆
L
P
ガ
ス
等
合
同
防
災
訓
練

　
L
P
ガ
ス
業
界
だ
け
で
な
く
、
関

係
行
政
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
も
交
え
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
で
は
応
急
処

置
訓
練
と
し
て
白
井
消
防
署
員
か
ら

A
E
D
の
使
用
方
法
な
ど
の
説
明
を

行
い
、
見
学
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
見
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
22
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午
後

2
時
　
場
所
　
㈱
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ

ー
東
関
東
千
葉
セ
ン
タ
ー
（
中
）

問
　
千
葉
県
L
P
ガ
ス
協
会
☎
0
4

3
（
2
4
6
）
1
7
2
5

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
無
料
体
験
教
室

　
大
正
琴
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
や
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

大
正
琴
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
「
腎
臓
病
を
考
え
る
会
」
講
演
会

　
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
の
秋
山
和

宏
副
院
長
に
よ
る
「
元
気
で
長
生
き

で
き
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
た
後
、
医
療

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ
（
千

葉
市
）　
対
象
　
一
般
　
1
5
0
人

（
先
着
順
）　
参
加
費

　
無
料

問
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
千
葉
県

腎
臓
病
協
議
会
☎
0
4
3
（
2
5
6
）

4
6
6
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
10
月
31
日
㈯

　
船
橋

市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
、
11
月
14
日

㈯
　
柏
市
中
央
公
民
館

　
時
間

　
午

後
1
時
〜
4
時

　
対
象
　
一
般
（
予

約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

公  

ゆ
る
ヨ
ガ

　
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
「
ゆ
る
ヨ

ガ
」
で
体
の
調
子
を
整
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
27
日
㈫
、
11
月
10
日
㈫

（
全
2
回
）　
午
前
10
時
〜
11
時

対
象
　
2
回
と
も
参
加
で
き
る
人
　

12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　

森
下
由
美
子
さ
ん

持
ち
物
　
飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル
か

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

参
加
費
　
5
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
　
10
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ
　

福   

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
み

の
り
合
同
事
業
「
お
菓

子
ま
つ
り
」

　
抹
茶
あ
ず
き
ケ
ー
キ
や
ご
ま
ク
ッ

キ
ー
な
ど
の
菓
子
販
売
（
1
個
1
0

0
円
）
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈬
　
午
前
11
時
〜
（
菓

子
が
な
く
な
り
次
第
、
販
売
終
了
）

西  
初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
た
い
人

向
け
の
講
座
で
す
。

子

育

て

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
分
か
り
や

す
く
教
え
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
①
10
月
29
日
㈭
・
30

日
㈮
　
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

②
11
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
　
ワ
ー
ド

の
基
本
講
座

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
　
各
8
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費
　
各
1
、0
0
0
円（
資
料
代
）

申
　
10
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
大
会

　
大
人
も
キ
ッ
ズ
も
一
緒
に
腕
試
し

が
で
き
る
将
棋
大
会
で
す
。

日
時

　
11
月
7
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
11
月
5
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

皆
さ
ん
の
疑
問
に
答

え
ま
す
！
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
講
座

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
市
民
課

の
職
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

質
問
に
答
え
ま
す
。

桜   

赤
ち
ゃ
ん
広
場
「
い

ち
ご
ぐ
み
」

　
0
歳
児
の
親
子
が
集
ま
り
友
達
と

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
の
情
報

交
換
を
し
た
り
す
る
登
録
制
の
広
場

で
す
。
栄
養
相
談
や
歯
科
相
談
も
で

き
ま
す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈭
、
12
月
10
日
㈭
、

1
月
14
日
㈭
、
2
月
18
日
㈭
、
3
月

9
日
㈬
（
全
5
回
）　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
平
成
26
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
11
月
5
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

白  

く
ず
し
将
棋
大
会

　
友
達
と
「
く
ず
し
将
棋
」
で
対
戦

し
て
み
よ
う
。

日
時
　
11
月
7
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

11
時

※
質
問
は
正
午
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
す
る
場
合
は

申
込
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
一
般
　
10
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
11
月
8
日
㈰
ま
で
に
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

公  

自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
教
室

　
自
己
免
疫
力
を
高
め
、
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
健
康
体
操
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
19
日
㈭
　
午
後
7
時
〜

9
時

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
あ
れ

ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
　
11
月
17
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
を
任
命
し
ま

し
た

　
前
教
育
委
員
の
石
垣
裕
子
さ
ん
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
川
嶋
之ゆ
き

絵え

さ
ん

を
新
し
い
教
育
委
員
と
し
て
、
第
3

回
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
27
年
10
月
1
日
か

ら
平
成
31
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班

　
内
線

3
4
1
2

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
11
月
10
日
㈫
・
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
、
11
月
27
日
㈮
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

　みんなの「集いの場」として、地域のプチ
起業家によるワークショップとワンデーシェ
フランチを楽しみませんか。
【コッコ広場・ウィークデー】
日時・内容・定員　11月6日㈮　①10：00 ～
12：00　トンボ玉で作るアクセサリー作り・
10人　②12：00 ～ 14：00　ワンデーシェフラ
ンチ・20人（申し込み順）
参加費　①700円　②500円（材料費）
【コッコ広場・サタデー】
日時　11月14日㈯　10：00 ～ 14：00
内容・定員　①おひるねアート撮影体験会
（テーマは年賀状）・赤ちゃんと保護者　12組
②さとう式リンパケア・10人（申し込み順）
持ち物　①のみカメラか携帯電話
参加費　各500円（材料費）
【コッコ広場・マルシェ】
　クリスマスリース、天然石アクセサリー、
布ナフキンとスリング、ミニチュア雑貨販売
や消しゴムハンコ体験などを楽しめるマルシ
ェを開催します。
日時　11月28日㈯　午前10時～午後3時
※マルシェの事前申し込みは不要です。
■申　電話か直接福祉センターへ

福   コッコ広場

白  親子で陶芸
　親子で一緒に粘土をこねたり、子どもの手
形足型を押して、部屋に飾るプレートを作り
ましょう。
日時・内容　下表のとおり（全3回）
対象　乳幼児とその保護者　10組（申し込み順）
講師　陶芸家
星ヨシミさん
持ち物　手拭い
参加費　600円
（材料費）
■申　本日の午
前9時から電話
か直接白井児
童館へ

日程表
日時 内容

11月11日㈬
10：00 ～ 12：00 作品作り

11月25日㈬
10：00 ～ 12：00 釉

ゆうやく

薬つけ

12月2日㈬
10：00 ～ 11：30 作品引き渡し

かくれんぼサンタさん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

辞令を受ける川嶋教育委員（右側）
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高

齢

者

募
集
・
伝
言
板

◆
自
彊
術
無
料
体
験

　
自
彊
術
は
年
齢
に
関
係
な
く
誰
で

も
簡
単
に
で
き
、
続
け
る
こ
と
で
体

質
改
善
と
免
疫
力
ア
ッ
プ
も
望
め
る

体
操
で
す
。
体
験
し
て
気
持
ち
良
さ

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

　
27
日
㈫

　
午
後
1
時

15
分
〜
2
時
45
分
、
29
日
㈭

　
午
後

0
時
15
分
〜
1
時
45
分
・
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、
28
日
㈬

　
午
後
1
時
15

分
〜
2
時
45
分
・
桜
台
セ
ン
タ
ー

問
　
自
彊
術
同
好
会

　
平
田
☎
（
4

9
2
）
4
7
0
5

◆
白
井
近
隣
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま

◆
「
白
井
リ
ウ
マ
チ
（
膠

こ
う
げ
ん
び
ょ
う

原
病
）
の

会
」
会
員
募
集

　
リ
ウ
マ
チ
な
ど
を
患
っ
て
い
る
人

や
そ
の
家
族
の
集
い
の
会
で
す
。

シ   
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
自
分
の
健
康
や
生
き
が

い
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈫

　
午
後
1
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
　
11
月
10
日
㈫

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象
　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

福   

お
菓
子
作
り
を
楽
し

む
会

　
タ
ル
ト
な
ど
、
簡
単
な
お
菓
子
を

月
1
回
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
11
月
11
日
、
12
月
16
日
、
1

月
13
日
、2
月
17
日
、3
月
9
日
（
各

水
曜
日
・
全
5
回
）　
正
午
〜
午
後

3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
12

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
2
、
5
0
0
円
（
5
回
分

の
材
料
費
）

申
　
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

す
。
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
の
あ
る
人
は

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
1
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
（
開
場
　
午
前
9
時
〜
）　
場

所
　
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー

ル
（
堀
込
）　
入
場
料
　
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
平
岡
☎
（
4
9
1
）
1
6
5
3

◆
順
天
堂
大
学
公
開
講
座
「
ロ
コ
モ

対
策
」

　「
筋
力
ア
ッ
プ
で
生
涯
を
幸
福
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
順
天
堂
大
学
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
ロ
コ

モ
対
策
」
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
1
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

11
時

　
場
所

　
順
天
堂
大
学
さ
く
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
（
印
西
市
）　
内
容
・

定
員
　
①
A
コ
ー
ス
（
基
礎
か
ら
学

び
た
い
人
向
け
）・
2
0
0
人
（
先

着
順
）　
②
B
コ
ー
ス
（
基
礎
知
識

を
持
っ
て
い
る
人
向
け
）・
50
人
（
申

し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
②
の
み
申
込
書
（
市
生
涯

学
習
課
、
高
齢
者
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、フ
ァ

ク
ス
で
順
天
堂
大
学
運
動
生
理
学
研

究
室
☎
0
4
7
6
（
9
8
）
1
0
0

1
・

0
4
7
6
（
9
8
）
1
0
1

1
（
電
話
は
月
・
水
・
木
曜
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
）
へ

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
う
ぉ
〜
く

　
木
下
街
道
と
風
間
街
道
に
点
在
す

る
10
軒
の
工
房
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

が
芸
術
の
秋
に
合
わ
せ
て
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
う
ぉ
〜
く
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
6
日
㈮
〜
8
日
㈰

　
午
前

11
時
〜
午
後
5
時

　
入
場
料

　
無
料

※
案
内
マ
ッ
プ
は
事
務
局
の
す
ず
き

ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩さ

い
び美
（
堀
込
）
な
ど
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

問
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩
美
☎

（
4
9
2
）
2
2
3
7

◆
秋
の
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

抽
選
会
で
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

　「
広
報
し
ろ
い
10
月
15
日
号
」
を

持
参
し
た
先
着
3
0
0
人
に
は
、
抽

選
券
と
引
き
換
え
ま
す
。

日
時
　
11
月
7
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
小
雨
決
行
、
荒
天
時
は

8
日
㈰
に
延
期
）　
場
所
　
白
井
駅

南
口
側
遊
歩
道

問
　
ふ
れ
あ
い
会
　
竹
村
☎
0
9
0

（
4
6
1
2
）
8
5
5
2

◆
調
停
委
員
と
弁
護
士
に
よ
る
無
料

調
停
相
談

　
調
停
委
員
や
弁
護
士
が
身
の
回
り

の
も
め
ご
と
（
離
婚
、
親
子
関
係
、

遺
産
相
続
、
交
通
事
故
、
土
地
な
ど
）

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
事
件
の

相
談
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

日
時
　
11
月
7
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
　
場
所
　
印
西
市
中
央
駅

前
地
域
交
流
館
2
号
館

問
　
千
葉
家
裁
佐
倉
支
部
庶
務
課
☎

0
4
3
（
4
8
4
）
1
2
1
6

◆
県
民
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

　
東
京
農
業
大
学
の
小
泉
武
夫
名
誉

教
授
に
よ
る
「
小
泉
式
　
食
べ
物
養

生
訓
」
を
テ
ー
マ
に
、
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
に
お
け
る
食
の
大
切
さ
や
高
齢

に
な
っ
て
も
元
気
で
い
ら
れ
る
食
の

あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
13
日
㈮
　
午
後
2
時
15

分
〜
3
時
45
分
　
場
所
　
青
葉
の
森

公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）

対
象
　
一
般
　
2
0
0
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
11
月
5
日
㈭
ま
で
に
千
葉

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
千

葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
推

進
班
☎
0
4
3
（
2
4
5
）
1
1
0

2
・

0
4
3
（
2
4
4
）
5
2
0

1
・ in

fo@
ch
ibak
en
sh
ak
y

o.com

へ

◆
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

　
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
の
登
録
団
体
と
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

イ

ベ

ン

ト

②

ア
に
よ
る
、
日
ご
ろ
の
活
動
内
容
展

示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
11
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
　
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
内
容
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
、
野
菜
販
売
、
模
擬
店
、
認
知
症

予
防
白
井
脳
い
き
い
き
教
室
、
パ
ソ

コ
ン
、
手
話
、
音
声
訳
（
朗
読
）、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
折
り

紙
、
ゲ
ー
ム
と
お
も
ち
ゃ
作
り
ほ
か

問
　
N
P
O
法
人
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
鶴
岡
☎
（
4
9

1
）
8
7
0
4

◆
プ
ロ
が
教
え
る
庭
木
の
剪せ

ん
て
い定
（
初

級
者
向
け
）

　
剪
定
に
関
す
る
疑
問
や
教
え
て
も

ら
い
た
い
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
実
演
を

交
え
て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
千
葉
県
立
北
総
花
の

丘
公
園
（
印
西
市
）　
対
象
　
一
般

20
人
（
申
し
込
み
順
）　
講
師

　
平

川
園
ガ
ー
デ
ン
ズ

　
平
川
幸
夫
さ
ん

参
加
費

　
1
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話

か
直
接
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
0
へ

◆
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
市
民
健
康

講
演
会

　「
子
ど
も
の
食
べ
る
機
能
の
発
達

を
支
援
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

4
時
　
場
所
　
成
田
市
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
　
講
師
　
日
本
歯
科
大
学

田
村
文
誉
教
授
　
参
加
費
　
無
料

※
当
日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス

番
号
を
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
印
旛

郡
市
歯
科
医
師
会
☎
0
4
7
6
（
2

7
）
1
8
9
4
・

0
4
7
6
（
2

7
）
1
8
9
6
・  

 ida1894@

y
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悩
み
を
相
談
し
た
り
、
み
ん
な
で

簡
単
な
体
操
や
物
作
り
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
活
動
日
程
な
ど
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
田
中
☎
0
9
0
（
3
2
3
2
）

5
2
1
3

◆
「
し
ろ
い
☆
ま
ち
か
ど
美
術
館
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
落
書
き
防
止
対
策
と
し
て
堀
込
、

南
山
、
桜
台
の
ト
ン
ネ
ル
の
壁
に
描

い
た
壁
画
が
色
あ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
再
び
壁
画
制
作
を
行
う
た
め
、
制

作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

ペ
ン
キ
な
ど
の
道
具
は
準
備
し
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
橋
本
☎
（
4
9
1
）
2
7
8
4

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
生
と
交
流

し
ま
せ
ん
か

　
12
月
か
ら
翌
年
1
月
に
か
け
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
留
学
生
が
白
井

高
校
に
短
期
留
学
を
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
家
庭
や
12
月
末
の
ス
キ
ー
合
宿

に
参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
　
奥
崎
☎
（
4
9
1
）
8
5
8
2

（
午
後
6
時
〜
）

◆
看
護
師
な
ど
の
届
出
制
度
が
施
行

さ
れ
ま
し
た

　
10
月
か
ら
病
院
な
ど
を
退
職
し
た

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
（
准
看

護
師
含
む
）
は
、
千
葉
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
へ
の
届
け
出
が
努
力
義
務
化

と
な
り
ま
し
た
。

　
届
け
出
を
す
る
こ
と
で
、
離
職
者

に
合
わ
せ
た
再
就
職
先
の
情
報
提
供

が
で
き
、
そ
の
後
の
再
就
業
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
く
よ
う
支
援
し
ま
す
。

届
出
事
項
　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

看
護
師
な
ど
の
籍
の
登
録
番
号
お
よ

び
登
録
年
月
日
、
就
業
情
報

問
　
千
葉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
☎

0
4
3
（
2
4
7
）
6
3
7
1

◆
犯
罪
被
害
者
週
間
「
千
葉
県
民
の

つ
ど
い
」

　
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国

被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
平
井

紀
夫
理
事
長
に
よ
る
「
犯
罪
被
害
者

と
そ
の
支
援
　
私
の
体
験
」
の
基
調

講
演
の
ほ
か
、
千
葉
朗
読
サ
ー
ク
ル

「
風
」
の
朗
読
、
植
草
学
園
大
学
附

属
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
音
楽
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
3
0
0
人

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
11
月
10
日
㈫
（
必
着
）
ま

で
に
は
が
き
か
電
話
、
メ
ー
ル
で
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
〒
2
6
0

―
8
6
6
7

　
千
葉
市
中
央
区
市
場

町
1
―
1

　
千
葉
県
環
境
生
活
部
生

活
安
全
課
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2

3
3
3
・ an

zen
@
m
z.pref.

ch
iba.lg

.jp

へ

◆
松
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
＆
リ
ー
ス
づ
く
り

　
ビ
ー
ズ
な
ど
で
飾
り
付
け
る
松
ぼ

っ
く
り
の
ミ
ニ
ツ
リ
ー
と
、
葛く

ず
の
つ

る
な
ど
を
使
っ
た
リ
ー
ス
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
23
日
㈷
　
午
前
10
時
〜

11
時
50
分

　
場
所

　
千
葉
県
立
手
賀

の
丘
少
年
自
然
の
家
（
柏
市
）　
対

象
　
小
学
生
以
上

　
20
人
（
申
し
込

み
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
10
月
23
日
㈮
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

　ハンドウォーマーを作って、寒い冬
への備えをしませんか。
日時　11月10日・17日・24日、12月1日
（各火曜日・全4回）　午後1時～ 3時
対象　市内在住の60歳以上　10人
（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　合太の毛糸
2玉（色違いを1玉ず
つ）、4号のかぎ針、
とじ針
■申　10月30日㈮まで
に電話か直接福祉セ
ンターへ ハンドウォーマー

福   暖かグッズ作り講習

2015.10.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.10.15 8み ん な の ひ ろ ば

　

　8月28日、桜台小学校体育館で、アンドロイドの「マツコロイド」の声を担
当している「しろいふるさと大使」のホリさんの縁で、日本テレビのバラエ
ティー番組「マツコとマツコ（9月19日放送）」の収録に、桜台小・中学校の児
童生徒約300人が参加しました。
　1歳の雄のタカを操る鷹

たかじょう

匠の石橋美里さんとマツコロイドが130人で作った33
㍍の人間トンネルの中をタカがくぐり抜けることができるか挑戦し、見事成功
させました。にぎやかな応援が体育館中に響き渡り収録は熱気に包まれながら
進んで行きました。
　人間トンネルに参加した子どもたちからは「タカが通り過ぎた瞬間『風』」
を感じる事ができました。すっきりした気持ちになりました」と話してくれま
した。
　収録後はマツコロイドに大勢の子どもたちが集まり大人気でした。

天
　
柏
手
に
始
ま
る
朝

あ
し
た

秋
澄
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
西

　
八
十

地
　
敬
老
会
少
し
派
手
め
な
背
広
着
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

人
　
間
引
菜
の
僅
か
ば
か
り
も
捨
て
難
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

【
選
評
】　
天
　
柏
手
な
の
で
神
、
ま
た
は
自
然
神
、
太
陽
な
ど
を

拝
む
そ
の
音
に
始
ま
る
一
日
、
心
が
清
や
か
で
秋
澄
む
が
よ
く
呼

応
し
て
い
る
。
地

　
明
る
く
良
い
句
で
あ
る
。
敬
老
会
に
少
し
派

手
め
な
服
を
着
て
前
向
き
な
気
持
ち
で
出
席
す
る
。
心
の
若
さ
を

保
っ
て
い
る
処
が
良
い
。
人
　
間
引
菜
も
手
塩
に
か
け
て
育
て
た

も
の
で
あ
る
、
少
し
で
も
大
切
に
す
る
。
作
者
の
生
き
方
や
年
齢

も
見
え
て
く
る
。
　
　

幾
百
の
気
合
が
登
る
葉
月
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
市
川
敦
代

古
里
の
天
の
滴
の
黒
葡
萄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

か
つ
て
師
に
貰
ひ
し
栞
風
路
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

秋
遍
路
海
よ
り
星
の
昇
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
黒
河
内
和
子

ゆ
ず
り
合
い
二
人
が
濡
れ
る
露
の
径

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
松
村
純
子

故ふ
る
さ
と山
の
風
を
着
こ
な
す
盆
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

今
生
を
自
在
に
生
き
て
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

朝
顔
の
好
ま
し
き
色
の
種
採
ら
む
と

紙こ
よ
り縒
を
結
び
し
る
し
つ
け
ゐ
る

                    

　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

【
選
評
】
朝
顔
の
花
の
そ
ば
に
紙
縒
を
結
び
、
好
み
の
色
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
種
を
見
て
も
色
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
ひ
と
手
間
か
け
た
工
夫
と
思
い
ま
し
た
。 

転
倒
の
友
病
院
に
着
き
た
る
か

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
視
界
よ
り
消
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

唸
り
な
が
ら
し
ゃ
ら
し
ゃ
ら
と
刈
る
草
刈
機

後
追
う
小
鳥
は
虫
を
啄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
杉
山
ふ
く

た
ゆ
た
へ
る
の
う
ぜ
ん
か
づ
ら
に
寄
り
ゆ
け
る

黄
揚
羽
見
あ
ぐ
バ
ス
待
つ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
藤
原
澄
子

夏
休
み
あ
け
て
充
電
終
え
し
ご
と

子
ら
嬉
々
と
し
て
校
門
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

人間トンネルをくぐり抜けたタカ

　8月22・23日、池の上小学校
体育館で、池の上小学校区の市
民対象に「防災リアル訓練」が
行われ約80人が参加しました。
　初日（22日）の訓練は、講師
の水嶋重光さんから「自分の住
んでいるまちを知り、いざとい
う時の落ち着いた行動と柔軟な
発想力を育てましょう。大切な
ことは、『自分たちで考えて行
動すること』に尽きます」との説明の後、グループで、地図に自分や友だちの家、
1人暮らしの高齢者や赤ちゃん、妊婦さんのいる家などをシールで貼ったり、川
や狭い道路などの危険個所に色を着けたりして災害時に学校や公園などの避難
所へどうやってたどりつくことができるか話し合いを行いました。
　実行委員長の飛田さんは「最近各地で地震や大雨、火山などの自然災害が発
生しています。災害からの被害を最小限にとどめるには普段からの心構えが大
切です。今日覚えたことは家に帰ってみんなで話し合ってください」と話され
ました。
　参加した子どもたちからは「みんなで危ない場所の確認や、避難所になって
いる学校や公園までの行き方が分かったので参加してよかったです」と感想を
話してくれました。
 　皆さんも、住んでいる周辺の危険個所や避難所への経路の再確認をしてみま
しょう。

自然災害から被害軽減に向けて
自分の住んでいるまちを知ることができました

役
に
立
て
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ

り
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
メ
ン
バ
ー
が
な
か
な
か
増

え
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。
保
育
の

依
頼
は
多
い
の
で
、
も
っ
と
メ
ン
バ

ー
が
増
え
て
「
ど
ん
ぐ
り
」
を
大
き

く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
も
と
そ
れ
ぞ

れ
の
力
を
発
揮
で
き
れ
ば
、
待
機
児

童
や
介
護
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

地
域
の
課
題
の
解
消
を
後
押
し
で
き

る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

※「
ど
ん
ぐ
り
広
場
・
子
育
て
相
談
」

の
開
催
日
は
、
広
報
の
毎
月
1
日
号

最
終
面
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
保
育
な

ど
の
依
頼
は
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）

5
7
1
6
へ

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

　
こ
の
連
載
は
、
地
域
で
「
自
分
ら

し
く
」
生
き
て
い
る
人
を
紹
介
し
、

皆
さ
ん
の
「
自
分
ら
し
く
」
を
応
援

す
る
連
載
で
す
。

　
今
回
は
、
定
年
退
職
後
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
、
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ど
ん
ぐ
り
」
を
立
ち
上
げ

地
域
で
子
育
て
相
談
や
親
子
の
遊
び

場
作
り
、
保
育
を
行
っ
て
い
る
富
﨑

光
彦
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◆
定
年
退
職
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

道
へ

　
私
は
都
内
の
タ
イ
ヤ
会
社
で
も
っ

ぱ
ら
営
業
職
と
し
て
定
年
ま
で
勤
め

ま
し
た
。
市
に
転
入
し
て
27
年
に
な

り
ま
す
。
退
職
し
て
自
由
な
時
間
が

テ
ィ
ア
の
活
動
を
重
ね
る
う
ち
に
、

仲
間
か
ら
「
お
母
さ
ん
た
ち
と
も
っ

と
お
話
を
し
た
い
」
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

◆
地
域
の
子
育
て
世
代
を
支
え
る

　
現
在
「
ど
ん
ぐ
り
」
は
、
月
1
回

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
3
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
親
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
り
楽
し
む「
ど
ん
ぐ
り
広
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
広
場
」
は

無
料
で
、
手
遊
び
、
人
形
劇
な
ど
メ

ン
バ
ー
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
最
大

20
組
ほ
ど
で
、
最
近
転
入
し
て
き
た

親
た
ち
の
友
達
作
り
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
広
場
開
催
日
に
は
「
子

育
て
相
談
」
を
開
設
し
、
悩
み
や
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
審
議
会
や
各
種
講
座

開
催
時
に
行
う
参
加
者
の
子
ど
も
の

保
育
を
、
市
役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
て

増
え
ま
し
た
が
、
地
域
の
役
に
立
ち

た
い
と
感
じ
て
い
た
と
き
に
、
知
り

合
い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
か
ら
紹
介
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
、
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
楽
し
い
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
主
に
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
ど
ん
ぐ
り
」
を
立
ち
上

げ
た
き
っ
か
け
は
、
保
育
ボ
ラ
ン

　
現
在
メ
ン
バ
ー
は
男
性
5
人
を
含

め
22
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
毎
年
1
回
市
の
保
育
士
な
ど

を
招
い
て
、
手
遊
び
や
保
育
時
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
や
怪
我
な
ど

に
備
え
て
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
醍
醐
味

　
実
は
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

る
ま
で
、
自
分
の
子
ど
も
ぐ
ら
い
し

か
抱
っ
こ
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
、
仲

間
と
責
任
感
の
あ
る
こ
と
が
で
き
、

広
場
に
参
加
し
た
親
子
と
い
っ
た
知

り
合
い
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま

し
た
。

　
核
家
族
の
多
い
今
の
子
ど
も
た
ち

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
代
わ
り
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
何
よ
り
自
分
の
し
た
こ

と
で
喜
ん
で
も
ら
え
、
今
は
地
域
の

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
、

市
か
ら
い
た
だ
い
た
保
育
手
数
料
な

ど
の
収
入
は
全
て
活
動
経
費
に
充
て

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
市
民
サ
ー
ク

ル
活
動
の
際
の
保
育
や
、
保
育
園
な

ど
に
出
向
い
て
人
形
劇
を
行
っ
た
り

も
し
て
い
ま
す
。

「どんぐり広場」の様子

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
⑥

富
﨑
光
彦
さ
ん

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ど
ん
ぐ
り
」
代
表

子どもたち130人で作った33㍍の人間トンネルを
タカがくぐり抜けました

富﨑光彦さん

真剣に危険個所の確認をしている様子

マツコロイドに集まる子どもたち

大声援を送るギャラリーの様子

マツコロイド


